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令和４年度                          岐阜県教育委員会 

教育課程研究協議会【小学校算数】 
日  時 令和４年７月２７日（水）9：00～12：00 

開催方法 オンライン会議システム（Webex Meetings） 

     ミーティング番号：573 966 854 

＜全体主題＞ 
「見方・考え方」を働かせて資質・能力を育成する各教科等の授業改善 

～ＩＣＴ（１人１台端末等）の有効な活用を通して～ 

日程  
８：００～ ９：００ 受付（オンライン） 

９：００～ ９：１５ 全体会Ⅰ「総則について」 

９：１５～ ９：４０ 全体会Ⅱ「ＩＣＴを活用した資質・能力の育成について」 

９：４０～１０：００ 全体会Ⅲ「算数科における学習評価について」 

１０：１５以降、地区別で開催（別のミーティング番号で入室 ※P.20 参照） 

地区別協議会の進め方の例  ※地区ごとに進め方は異なります。 

○グループ協議の進め方について 

○グループ協議Ⅰ「算数の授業で有効なＩＣＴの活用について」 

○グループ協議Ⅱ「算数における学習評価の進め方について」 

○研究協議会まとめ 
 

グループ協議Ⅰの例【算数の授業で有効なＩＣＴの活用について】 

①司会者の決定 
□決定方法：姓と名の内、「姓」をあいうえお順に並べた時、最後になる方 
□留意点 ：立候補があれば優先的に決定。管理職以外とする。 

②自己紹介 学校名、氏名、担当学年、近況等一言 

③実践交流及び 
 協議 

□司会者に指名された順にＩＣＴを活用した実践発表→質疑応答 
 ・発表内容例：「活用した単元・時間」→「活用の具体」→「教師の準備や

働きかけ」→「子どもの姿」→「成果と課題」等 
□算数の授業で有効なＩＣＴの活用方法について協議（以下、協議例） 
 ・実践発表の事例はどの資質・能力の育成につながるかについて協議 
 ・他教科の実践で算数にも応用できそうな使い方はあるかを協議 
 ・ＩＣＴをうまく活用できなかった例を発表し、その改善方法を協議 
 ・ＩＣＴを使わない方が良い単元や時間について協議  等 

グループ協議Ⅱの例【算数における学習評価の進め方について】 

①司会者の決定 
□決定方法：姓と名の内、「名」をあいうえお順に並べた時、最初になる方 
□留意点 ：立候補があれば優先的に決定。管理職、協議Ⅰの司会者以外。 

②協議 

□司会者に指名された順に学習評価の実践発表→質疑応答 
 ・発表内容例：「どのように記録に残し、どのように指導に生かしてきた

か」→「どのように総括してきたか」→「成果と課題」等 
□算数における学習評価の進め方について協議（以下、協議例） 
 ・日々の授業で教師が意識し、積極的に価値付けたい「児童の『～しよう

とする姿』」を交流・整理する。（個人追究場面・全体交流場面、等） 
 ・各校の「単元ごとの指導や評価の計画」の策定状況について意見交換 

・算数の評価について困っていることを交流しその改善方法を検討 等 
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ＩＣＴを活用した「数学的に考える資質・能力の育成」について 

１．ＩＣＴ(１人１台端末)の有効活用 

（１）１人１台端末を活かした学びの変容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【参照】「ＧＩＧＡスクール構想」について（令和２年７月７日 文部科学省） 

 

 

（２）ＩＣＴの活用に関する基本的な考え方 

・「令和の日本型学校教育」を構築し、全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適

な学びと、協働的な学びを実現するためには、学校教育の基盤的なツールとして、 

である。 

・その際、１人１台の端末環境を生かし、端末を日常的に活用することで、ＩＣＴの活

用が特別なことではなく「当たり前」のこととなるようにするとともに、ＩＣＴによ

り現実の社会で行われているような方法で児童生徒も学ぶなど、学校教育を現代化

することが必要である。 

・児童生徒自身がＩＣＴを            として自由な発想で活用できる

よう環境を整え、授業をデザインすることが重要である。 

【参照】「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）（令和３年１月２６日 中央教育審議会） 

 

 

 

ＩＣＴは 

「       」 
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（３）算数科の目標について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参照】小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 （平成 29年 7 月 文部科学省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）算数科における「数学的な見方・考え方」について 

事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、 

根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発展的に考えること 

 「数学的な見方・考え方」は、数学的に考える資質・能力を支え、方向付けるもの

であり、算数の学習が創造的に行われるために欠かせないものである。また、児童一

人一人が目的意識をもって問題解決に取り組む際に積極的に働かせていくものであ

る。その意味で「数学的な見方・考え方」は、数学的に考える資質・能力の三つの柱

である「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」及び「学びに向かう力、人間

性等」の全てに対して働かせるものとしている。そして、算数の学習を通じて、「数

学的な見方・考え方」が更に豊かで確かなものとなっていくと考えられる。 

 また、「数学的な見方・考え方」は、算数の学習の中で働かせるだけではなく、大

人になって生活していくに当たっても重要な働きをするものとなる。算数の学びの中

で鍛えられた見方・考え方を働かせながら、世の中の様々な物事を理解し思考し、よ

りよい社会や自らの人生を創り出していくことが期待される。 

【参照】小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 （平成 29年 7 月 文部科学省） 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、 

     を次のとおり育成することを目指す。 

 

（1）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとと

もに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。 

（2）日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基

本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的

な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表した

りする力を養う。 

（3）数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題

解決しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態

度を養う。 

数学的に考える     ・ 
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（５）算数科の指導においてＩＣＴを活用する際のポイント 
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（６）ＩＣＴを活用した資質・能力の育成について 

例）「第５学年 Ｂ（１）平面図形の性質」で育成する資質・能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜知識及び技能＞ 

①図形の形や大きさが決まる要素についての理解 

②多角形についての簡単な性質の理解 

 

＜思考力、判断力、表現力等＞ 

①図形間の関係に着目し、構成の仕方を考察する力 

②図形を構成する要素に着目し、図形の性質を見いだす力 

③図形の性質を筋道立てて考え説明する力 

 

＜学びに向かう力、人間性等＞ 

①数学的に表現・処理したことを振り返ろうとする態度 

②多面的に捉え、検討しようとする態度 

③よりよいものを求めて粘り強く考える態度 

④数学のよさに気付き、生活や学習に活用しようとする態度 

 

【参照】小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説算数編 （平成 29年 7 月 文部科学省） 

文部科学省の Webコンテンツ

を利用すると、点Ｏを動かす

ことができます。 
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２．ＩＣＴを効果的に活用している事例 

「ＩＣＴ活用ガイド～令和３年度ＩＣＴ活用実践事例集～」等から 

 

（事例）第６学年「Ｃ(1)比例（反比例）」 

  ・比例の場合に対応して、反比例の関係を意味を理解する学習（大型提示装置） 

 

 

 

 

 

（事例）第５学年「Ｂ(1)平行四辺形、ひし形、台形などの平面図形（平行四辺形）」 

  ・直線の位置関係や辺の長さに着目することで、平行四辺形について知る学習 

（協働学習支援ツール） 
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（事例）第６学年「Ｄ(1)データの考察」 

・目的に応じてデータを集めて分類整理し、データの特徴や傾向に着目し、代表値

などを用いて問題の結論について判断するとともに、その妥当性について批判的

に考える学習（協働学習支援ツール） 

 

 

 

 

（事例）第５学年「A(３)小数の乗法・除法」 

    ・乗法や除法の意味に着目し、乗数や除数が小数である場合まで数の範囲を広げ

て乗法及び除法の計算を仕方を考える学習（NEW! GIFU ウェブ ラーニング） 
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「算数科における学習評価」について 

１．評価についての課題と趣旨 

文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター発行の「学習評価の在り方ハン

ドブック」に掲載されているコラムを紹介します。 

 

■コラム① 評価に戸惑う児童生徒の声 

「先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし、

テストだけで判断するという先生もいます。そうすると、どう努力していけばよいの

か本当に分かりにくいんです。」 

■コラム② 「主体的に学習に取リ組む態度」は「関心・意欲・態度」と同じ趣旨ですが 

こんなことで評価をしていませんでしたか？ 

平成 31年 1月 21日文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児

童生徒の学習評価の在リ方について（報告）」では、学習評価について指摘されている

課題として、「関心・意欲・態度」の観点について「学校や教師の状況によっては、挙

手の回数や毎時間ノートを取っているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出さ

れた場面を捉える評価であるような誤解が払拭し切れていない」ということが指摘さ

れました。これを受け、従来から重視されてきた各教科等の学習内容に関心をもつこ

とのみならず、よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取リ組む態度を評価すると

いう趣旨が改めて強調されました。 
 

 

学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するものです。

「児童生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、教師が指導

の改善を図るとともに、 児童生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことが

できるようにするためにも、学習評価の在り方は重要であり、教育課程や学習・指導方法

の改善と一貫性のある取組を進めることが求められます。 
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２．評価規準の作成手順 

（１）目標と観点の趣旨との対応関係について 

評価規準の作成に当たっては、各学校の実態に応じて目標に準拠し

た評価を行うために、「評価の観点及びその趣旨（右：二次元コード

参照）」が各教科等の目標を踏まえて作成されていること、また同様

に、「学年別の評価の観点の趣旨（右：二次元コード参照）」が、学年

の目標を踏まえて作成されていることを確認することが必要です。 

なお、「主体的に学習に取り組む態度」の観点は、教科等及び学年の「目標（３）」に

対応するものであるが、観点別学習状況の評価を通じて見取ることができる部分をそ

の内容として整理し、示していることを確認することが必要です。 

【参照】各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨 

 

 

■算数科の目標 【参照】小学校学習指導要領解説（算数編） 

 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力

を次のとおり育成することを目指す。 

 

 

■評価の観点及びその趣旨 【参照】各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨 
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（２）「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の観点ごとのポイント 

○「知識・技能」のポイント 

・小学校学習指導要領の算数科の内容として示された「知識及び技能」の文言は，学年

や領域ごとに書き方が揃っていません。 

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になる

ように，具体的な書き方で表現を揃える必要があります。 

・その際，基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「知識及び技

能」に該当する指導事項について，育成したい資質・能力「知識・技能」に照らして，

「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに表現を揃え，

その文末を「～している」「～できる」として，評価規準を作成します。 

 

○「思考・判断・表現」のポイント 

・小学校学習指導要領の算数科の内容として示された「思考力，判断力，表現力等」の文

言は，学年や「内容のまとまり」の全体にかかわる内容となるように，抽象度を上げ

た書き方で示されています。また，「内容のまとまり」ごとに，主に主要な一つに絞っ

て示されています。 

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になる

ように，具体的な書き方で表現を揃える必要があります。また，時には「知識・技能」

に対応した「思考・判断・表現」の文言も示す必要があります。 

・その際，基本的に，当該「内容のまとまり」で育成を目指す資質・能力「思考力，判断

力，表現力等」に該当する指導事項について，育成したい資質・能力「思考力，判断

力，表現力等」に照らして，「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された

内容をもとに具体化し，その文末を「～している」として，評価規準を作成します。 

 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・「主体的に学習に取り組む態度」の「内容のまとまりごとの評価規準」は，当該学年目

標の(3)を踏まえて作成した「主体的に学習に取り組む態度」の「観点の趣旨」をもと

に，指導事項を踏まえて，その文末を「～している」として，評価規準を作成していま

す。そのため，学年を通して最終的に育成すべき資質・能力がどの「内容のまとまり」

においても同じように書かれていて，抽象度を上げた書き方で示されています。また，

算数科においては，「内容のまとまり」は，１，２時間で学習が終わるものもあれば，

40時間を超えて学習するものもあるなど，指導する際の授業時数が大きく異なること

があります。 

・そこで，実際に単元において評価するに当たって，指導し評価する事項が明確になる

ように，具体的な書き方で表現を揃えたり，時に追加したりする必要がある。 

・その際，「小学校学習指導要領解説算数編」などにおいて示された内容をもとに，具体

的な学習活動や指導事項を踏まえて具体化し，その文末を「～している」として，評

価規準を作成する。 

【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 
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（３）単元の評価規準の作成の手順 

小学校学習指導要領の文言をもとに作成した「内容のまとまりごとの評価規準（例）」

を踏まえて作成します。ただし，算数科においては，以下の理由により，「内容のまと

まりごとの評価規準（例）」に示された文言が，単元の評価規準の文言としてそのまま

用いるには適さない場合があることに注意が必要です。 

 

①「内容のまとまり」をそのまま単元とするには適さない場合があること 

 算数科においては，「内容のまとまり」で示された内容の数が，学年や領域ごとに

違いがあることから，指導する際の授業時数も「内容のまとまり」ごとに大きく異な

ります。例えば，20 数時間かかる「内容のまとまり」もあれば，10 数時間で終わる

ものもあります。中には１，２時間で終わる「内容のまとまり」もあります。 

単元は，児童に指導する内容を適切にまとめて構成されるものですが，各学校にお

いて単元を作成する際には，「内容のまとまり」を，幾つかに分割して単元とする場

合やそのまま単元とする場合，幾つかの「内容のまとまり」を組み合わせて単元とす

る場合があるので，このことに留意が必要です。 

 

②小学校学習指導要領の算数科の内容として示された文言の書き方に違いがあること 

小学校学習指導要領の算数科の内容として示された文言の書き方に違いがあるこ

とから，単元の評価規準として，そのまま用いることができる場合と，そのまま用い

るには適さない場合があります。 

 

以上のことから，算数科においては，「内容のまとまりごとの評価規準」から「具体

的な内容のまとまりごとの評価規準」を作成し，「具体的な内容のまとまりごとの評価

規準」をもとに「単元の評価規準」を作成することとしています。 

「内容のまとまりごとの評価規準」 

↓ 評価規準の文言を具体的な書き方で表現を揃える。 

「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」 

↓ 単元に合わせて，「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」をそのまま 

↓ 用いたり，分割したり，組み合わせたりして，単元の評価規準を作成する。 

「単元の評価規準」 

 

※「具体的な内容のまとまりごとの評価規準」から「単元の評価規準」を作成する例 

＜例１＞「内容のまとまり」がそのまま単元になる場合 

（例）第５学年「Ｂ 図形」（３）「平面図形の面積」 

＜例２＞ 「内容のまとまり」が幾つかの単元に分かれる場合 

（例）第３学年「Ａ 数と計算」（４）「除法」 

→「わり算」，「余りのあるわり算」，「大きな数のわり算」 

と三つの単元に分けて学習することが多い。 

【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」 
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＜評価規準の作成手順例＞ 小学校第５学年 Ｂ⑶「平面図形の面積」 

■学習指導要領解説 の記述 【参照】学習指導要領解説（算数編） 

知識及び技能 思考力、表現力、判断力等 学びに向かう力、人間性 

(ｱ)三角形、平行四辺

形、ひし形、台形の面

積の計算による求め

方について理解する

こと。 

(ｱ)図形を構成する要素な

どに着目して、基本図形

の面積の求め方を見い

だすとともに、その表現

を振り返り、簡潔かつ的

確な表現に高め、公式と

して導くこと。 

・数学的に表現・処理したことを

振り返り，多面的に捉え検討し

てよりよいものを求めて粘り強

く考える態度， 

・数学のよさに気付き学習したこ

とを生活や学習に活用しようと

する態度 

 

■内容のまとまりごとの評価規準 【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

○三角形、平行四辺形、

ひし形、台形の面積の

計算による求め方につ

いて理解している。 

○図形を構成する要素など

に着目して、基本図形の

面積の求め方を見いだす

とともに、その表現を振

り返り、簡潔かつ的確な

表現に高め、公式として

導いている。 

○三角形、平行四辺形、ひし形、台

形の面積の求め方について、数学

的に表現・処理したことを振り返

り、多面的に捉えて検討してより

よいものを求めて粘り強く考え

たり、数学のよさに気付き学習し

たことを生活や学習に活用しよ

うとしたりしている。 

 

■具体的な内容のまとまりごとの評価規準【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①必要な部分の長さを用いる

ことで、三角形、平行四辺

形、ひし形、台形の面積は

計算によって求めることが

できることを理解してい

る。 

②三角形、平行四辺形、ひし

形、台形の面積を、公式を

用いて求めることができ

る。 

①三角形、平行四辺形、ひ

し形の面積の求め方を、

求積可能な図形の面積

の求め方を基に考えて

いる。 

②見いだした求積方法や

式表現を振り返り、簡潔

かつ的確な表現を見い

だしている。 

①求積可能な図形に帰着させて

考えると面積を求めることが

できるというよさに気付き、

三角形、平行四辺形、ひし形、

台形の面積を求めようとして

いる。 

②見いだした求積方法や式表現

を振り返り、簡潔かつ的確な

表現に高めようとしている。 

 

■単元の評価規準 
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＜評価規準の作成手順例＞ 小学校第３学年 Ａ⑷「除法」余りのあるわり算 

■学習指導要領解説 の記述 【参照】学習指導要領解説（算数編） 

知識及び技能 思考力、表現力、判断力等 学びに向かう力、人間性等 

(ｱ)除法の意味について理解し，それが用いら
れる場合について知ること。また，余りにつ
いて知ること。 

(ｲ)除法が用いられる場面を式に表したり，式
を読み取ったりすること。 

(ｳ)除法と乗法や減法との関係について理解す
ること。 

(ｴ)除数と商が共に１位数である除法の計算が
確実にできること。 

(ｵ)簡単な場合について，除数が１位数で商が
２位数の除法の計算の仕方を知ること。 

(ｱ)数量の関係に着目し，計算
の意味や計算の仕方を考え
たり，計算に関して成り立
つ性質を見いだしたりする
とともに，その性質を活用
して，計算を工夫したり計
算の確かめをしたりするこ
と。 

(ｲ)数量の関係に着目し，計算
を日常生活に生かすこと。 

・数量や図形に進ん
で関わり，数学的
に表現・処理した
ことを振り返り，
数理的な処理のよ
さに気付き生活や
学習に活用しよう
とする態度 

■内容のまとまりごとの評価規準 【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

(ｱ)除法の意味について理解し，それが用いられ
る場合について知っている。また，余りにつ
いて知っている。 

(ｲ)除法が用いられる場面を式に表したり，式を
読み取ったりすることができる。 

(ｳ)除法と乗法や減法との関係について理解して
いる。 

(ｴ)除数と商が共に１位数である除法の計算が確
実にできる。 

(ｵ)簡単な場合について，除数が１位数で商が２
位数の除法の計算の仕方を知っている。 

(ｱ)数量の関係に着目し，計
算の意味や計算の仕方を考
えたり，計算に関して成り
立つ性質を見いだしたりす
るとともに，その性質を活
用して，計算を工夫したり
計算の確かめをしたりして
いる。 

(ｲ)数量の関係に着目し，計
算を日常生活に生かしてい
る。 

・除法に進んで関わ
り，数学的に表
現・処理したこと
を振り返り，数理
的な処理のよさに
気付き生活や学習
に活用しようとし
ている 

■具体的な内容のまとまりごとの評価規準【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・包含除や等分除など、除法の意味について
理解し、それが用いられる場合について知
っている。また、余りについて知ってい
る。 

・除法が用いられる場面を式に表したり、式
を読み取ったりすることができる。 

・除法と乗法や減法との関係について理解し
ている。 

・除法と商が共に１位数である除法の計算が
確実にできる。 

・割り切れない場合に余りを出すことや、余
りは除数より小さいことを知っている。 

・簡単な場合について、除数が１位数で商が
２位数の除法の計算の仕方を知っている。 

・除法が用いられる場面の数
量の関係を、具体物や図式
を用いて考えている。 

・除法は乗法の逆算と捉え、
除法の計算の仕方を考えて
いる。 

・余りのある除法について、
日常生活の場面に応じて考
えている。 

・日常生活の問題を除法を活
用して解決している。 

・簡単な場合について、除数
が１位数で商が２位数の除
法の計算の仕方を考えてい
る。 

・除法が用いられる場
面の数量の関係を、
具体物や図などを用
いて考えようとして
いる。 

・除法が用いられる場
面を身の回りから見
つけ、除法を用いよ
うとしている。 

・自分が考えた除法の
計算の仕方につい
て、具体物や図と式
とを関連付けて考え
ようとしている。 

■単元の評価規準 【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①包含除や等分除など、除法の意味について
理解し、それが用いられる場合について知
っている。 

②除法と商が共に１位数である除法の計算が
確実にできる。 

③割り切れない場合に余りを出すことや、余
りは除数より小さいことを知っている。 

①除法が用いられる場面
の数量の関係を、具体
物や図式を用いて考え
ている。 

②余りのある除法につい
て、日常生活の場面に
応じて考えている。 

①除法が用いられる場面の数
量の関係を、具体物や図な
どを用いて考えようとして
いる。 

②除法が用いられる場面を身
の回りから見つけ、除法を
用いようとしている。 
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（４）指導と評価の計画 例：小学校第５学年「四角形と三角形の面積」10 時間 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①必要な部分の長さを用いるこ
とで、三角形、平行四辺形、
ひし形、台形の面積は計算に
よって求めることができるこ
とを理解している。 

②三角形、平行四辺形、ひし
形、台形の面積を、公式を用
いて求めることができる。 

①三角形、平行四辺形、ひし形
の面積の求め方を、求積可能
な図形の面積の求め方を基に
考えている。 

②見いだした求積方法や式表現
を振り返り、簡潔かつ的確な
表現を見いだしている。 

①求積可能な図形に帰着させて
考えると面積を求めることが
できるというよさに気付き、
三角形、平行四辺形、ひし
形、台形の面積を求めようと
している。 

②見いだした求積方法や式表現
を振り返り、簡潔かつ的確な
表現に高めようとしている。 

 

時 

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

1 平行四辺形の面積の求め方を考え，説明すること

ができる。 

 ・思①（ノート分

析、行動観察） 

・態①（ノート分

析、行動観察） 

・態②（ノート分

析、行動観察） 
2 平行四辺形の面積の公式をつくり出し，それを適

用して面積を求めることができる。 

・知②（ノート分

析、行動観察） 

・思②（ノート分

析、行動観察） 

3 高さが平行四辺形の外にある場合でも，平行四辺

形の面積の公式を適用できることを理解する。 

どんな平行四辺形でも，底辺の長さと高さが等し

ければ，面積は等しくなることを理解する。 

・知①（ノート分

析、行動観察） 

・思①（ノート分

析、行動観察） 

4 三角形の面積の求め方を考え，説明することがで

きる。 

 ・思①（ノート分

析、行動観察） 

5 三角形の面積を求める公式をつくり出し，それを

適用して面積を求めることができる。 

・知②（ノート分

析） 

・思②（ノート分

析、行動観察） 

6 高さが三角形の外にある場合でも，三角形の面積

の公式を適用できることを理解する。 

どんな三角形でも，底辺の長さと高さが等しけれ

ば，面積は等しくなることを理解する。 

・知①（ノート分

析、行動観察） 

・思①（ノート分

析、行動観察） 

7 台形の面積の求め方を考え，説明することができ

る。 

 ○思①（ノート分

析、行動観察） 

○態①（ノート分

析、行動観察） 

8 台形の面積を求める公式をつくり出し，それを適

用して面積を求めることができる。 

・知②（ノート分

析、行動観察） 

○思②（ノート分

析、行動観察） 

○態②（ノート分

析、行動観察） 

9 ひし形の面積の求め方を考え，説明することがで

きる。 

ひし形の面積を求める公式をつくり出し，それを

適用して面積を求めることができる。 

・知①②（ノート

分析、行動観

察） 

・思①②（ノート

分析、行動観

察） 

○態②（ノート分

析、行動観察） 

10 学習内容の定着を確認する。（評価テスト） ○知①②（ペーパ

ーテスト） 

  

【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」P.69、70 
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３．指導と評価の一体化 

（１）学習評価の基本的な考え方 

学習評価は、学校における教育活動に関し、児童生徒の学習状況を評価するもので

す。「児童生徒にどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え、教

師が指導の改善を図るとともに、児童生徒自身が自らの学習を振り返って、次の学習

に向かうことができるようにするためにも、学習評価の在り方は重要であり、教育課

程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取組を進めることが求められます。 

【参照】国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

 

（２）カリキュラム・マネジメン卜の一環としての指導と評価 

各学校は、日々の授業の下で児童生徒の学習状況を評価し、その結果を児童生徒の

学習や教師による指導の改善や学校全体としての教育課程の改善、校務分掌を含めた

組織運営等の改善に生かす中で、学校全体として組織的かつ計画的に教育活動の質の

向上を図っています。 

このように、「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり、教育課

程に基づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジ

メント」の中核的な役割を担っています。 
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（３）主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価 

評価規準の作成に当たっては、            に応じて目標に準拠した

評価を行うために、「評価の観点及びその趣旨」が各教科等の目標を踏まえて作成さ

れていること、また同様に、「学年別の評価の観点の趣旨」が学年の目標を踏まえて

作成されていることを確認することが必要である。 

（参考）国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 

 

指導と評価の一体化を図るためには、児童生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視することによって、教師が自らの指導のねらいに応じて授

業の中での児童生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくというサイ

クルが大切です。平成 29年改訂学習指導要領で重視している「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善を通して、各教科等における資質・能力を確実に育成

する上で、学習評価は重要な役割を担っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の実態 
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４．指導と評価の計画 

観点別学習状況を記録に残す場面等を精選するためには，単元のまとまりの中で適切に

評価を実施できるよう，指導と評価の計画を立てる段階から，計画的に場面や方法等を考

えておくことが重要です。算数科においては，単元の中のどの時間を評価を行う機会とし

て位置付け，その授業時間の中のどの場面において評価を行うのかという「評価場面の精

選」と，その評価資料をどんな方法で収集するかという「適切な評価方法の選択」につい

て十分に考える必要があります。 

なお，日々の授業の中で児童の学習状況を適宜把握して指導の改善に生かすことが重要

であるため，児童の学習状況を記録に残す場面以外においても，教師が児童の学習状況を

確認する必要があります。 

（１）ねらいに応じた評価項目の精選と，記録に残す評価場面の精選 

算数科における学習評価に当たっては，毎時間で全ての児童に対して３つの観点全てに

ついて評価のための情報を収集することは現実的ではないため，実際には，単元の目標を

分析して，各時間のねらいにふさわしい１～２観点に評価項目を精選する必要があります。 

また，単元を通して繰り返し出てくる評価の内容については，学級全員の児童の学習状

況を毎回記録に残すことは大変です。そこで， 

➡主に「努力を要する」状況と考えられる児童の学習状況を確認し， 

その後の指導に生かすために評価する機会と， 

➡学級全員の児童の学習状況について， 

総括の資料にするために記録に残すために評価する機会 

とを区別することとしています。 

国立教育政策研究所の「『指導と評価の一体化』参考資料」では， 

➡指導に生かしていく代表的な機会については「・」を， 

その中で特に学級全員の児童の学習状況について， 

➡総括の資料にするために記録に残す機会には「〇」を付けて， 

各々の観点の評価を行う機会を示しています。 
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（２）観点に応じた適切な評価方法の選択と，各時間における評価場面の精選 

算数科における評価方法について，「知識・技能」の評価に適する方法としては，児童の

活動の様子やノート等の記述内容の観察，ペーパーテストによる方法があり，「思考・判断・

表現」及び「主体的に学習に取り組む態度」の評価に適する方法としては，児童の活動の

様子やノート等の記述内容の観察などによる方法があります。 

各時間における評価については，１時間の授業の中のどの場面（評価場面）で，どんな

児童の姿が見られれば，「おおむね満足できる」状況と評価するのか，また，その評価資料

をどんな方法（評価方法）で収集するのかを計画しておくことが重要です。 

 

（３）観点に応じた適切な「指導と評価の計画」の作成 

①「知識・技能」 

算数科における知識は単元を通して繰り返し使う中で，定着し理解が深まり，技能

も繰り返し使うことで習熟し，生きて働く確かなものとなっていくことから、記録に

残す機会「○」を単元末に設定することが考えられます。 

しかし，単元末のみで評価するのではなく，毎時間の机間指導などにおいて，個人

解決時におけるノートの記述内容や，適用問題も交えながら児童の学習状況を把握

し，特に「努力を要する」状況と考えられる児童には確実に習得できるように指導し，

個々の児童の指導の補完を行うことが大切です。 

②「思考・判断・表現」 

思考・判断・表現は、授業中の問題発見や解決の過程において，児童が発揮するも

のであるので，授業中の発言や話合いなどの活動の様子と，個人解決時の問題解決の

様子，適用問題や活用問題の解決の様子や学習感想などの振り返りといったノート等

の記述内容から評価の情報を収集することが望ましいです。 

その記述内容が学習内容ごとに「おおむね満足できる」状況であるかなどを，それ

ぞれ判断していくことが重要です。また，新たな問いに気付いたり，発展的・統合的

に見て数学的なよさに気付いたりすることは，児童の発言といった形で表出されるこ

とが多いです。 
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このような「思考・判断・表現」において「十分満足できる」状況と判断されると

きは，日々の授業における指導者の観察記録に頼ることになります。そこで，「思考・

判断・表現」については，単元末ではなく，単元の評価規準の評価内容ごとに，授業

中の問題発見や解決の時間において，主として記録に残す機会「〇」を設定すること

が考えられます。 

 

③「主体的に学習に取り組む態度」 

主体的に学習に取り組む態度は，授業中の問題発見や解決の過程において，既習事

項を活用したり，話合いの中で他者の意見を参考にしたりする姿等に表れたり，振り

返ってよりよい表現や方法を考えたり，新たな問題場面を見いだしたり，日常生活の

場面において活用しようとしたりする姿等に表れたりします。 

そこで，活動の様子やノート等の記述内容から評価の情報を収集することが考えら

れます。 

また，「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」は，単元を通して

働かせた数学的な見方・考え方が豊かになるという算数科の特性から，単元前半から

後半にかけて高まることが考えられます。 

 

（参考）国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』参考資料」 
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５．評価の具体 （主体的に学習に取り組む態度） 

＜例：第５学年「四角形と三角形の面積」第７時 台形の面積の求め方＞ 

 

 

  ＜「主体的に学習に取り組む態度」の見取りについて（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【後半：地区別協議会のミーティング番号】 

岐阜 918 242 330   可茂 919 406 726 

西濃 166 318 2360  東濃 919 802 138 

美濃 166 960 3825  飛騨 166 824 5622 
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グループ協議Ⅰ 「算数の授業で有効なＩＣＴの活用について」 
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グループ協議Ⅱ「算数の授業における学習評価の具体について」 
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参考資料等 

■小学校学習指導要領解説（算数編） 
（文部科学省） 

 

  

■「指導と評価の一体化」のための 
 学習評価に関する参考資料（算数） 

（国立教育政策研究所） 

  

■ＩＣＴ活用ガイド（Ｒ２年度版） 
（岐阜県教育委員会） 

 

■ＩＣＴ活用ガイド（Ｒ３年度版） 
（岐阜県教育委員会） 

 

■ぎふっこ学び応援サイト（教員用） 
（岐阜県教育委員会） 

 

■岐阜県版評価の手引き 
（岐阜県教育委員会） 

 

■令和４年度全国学力・学習状況調査 
調査問題・正答例・解説資料 

（国立教育政策研究所） 

 

■ぎふ環境学習ポータルサイト 
（岐阜県脱炭素社会推進課） 
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